
- 1 -

「
徐
霞
客
遊
記
」
訳
注
稿

巻
二
下

楚
遊
日
記

＊
崇
禎
一
○
（
一
六
三
七
）
年
正
月
十
一
日
～
閏
四
月
七
日
、
一
一
五
日
間

徐
霞
客
五
十
二
歳

楚
遊
日
記
（
３
）

●
崇
禎
一
○
（
一
六
三
七
）
年
三
月
一
日
～
二
十
日
、
二
○
日
間

徐
霞
客
五
十
二
歳

凡
例

・
■
本
文
の
部
で
は
、
一
定
の
日
ご
と
に
区
切
り
、
本
文
を
掲
げ
、
●
校
勘
を
施
す
。

・
■
訳
注
の
部
で
は
、
一
定
の
日
ご
と
に
区
切
り
、
さ
ら
に
内
容
上
の
ま
と
ま
り
で
も
区
切
り
、
●
訓
訳
、

●
語
注
、
●
口
語
訳
の
順
で
記
す
。

・
本
文
は
、
褚
紹
唐
・
呉
王
寿
整
理
の
上
海
古
籍
出
版
社
本
（
一
九
八
○
年
（
「
上
海
新
整
理
本
」
と
略
）
と

す
る
。

・
本
文
に
つ
い
て
、
底
本
で
あ
る
季
本
に
は
な
く
、
乾
隆
刊
本
に
あ
る
部
分
、
季
本
よ
り
、
乾
隆
本
が
詳

し
い
部
分
に
〔

〕
で
示
さ
れ
て
い
る
。

・
訳
注
で
は
、〔

〕
を
外
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
に
組
み
込
ん
で
訳
す
。

・
徐
霞
客
の
自
注
は
［

］
で
示
す
。

参
照
文
献
等
（
「

」
は
略
称
）

◇
訳
注
に
は
諸
書
を
参
照
す
る
。

・
朱
恵
栄
等
訳
注
『
徐
霞
客
遊
記
全
訳
』
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
（
「
朱
恵
栄
」）

・
黄
珅
訳
注
『
新
譯
徐
霞
客
遊
記
』
三
民
書
局
、
二
○
○
二
年
（
「
黄
珅
」）

◇
参
考
文
献

・
『
大
明
一
統
志
』
天
順
五
年
（
一
四
六
一
）

巻
之
六
十
三
長
沙
府
、
巻
之
六
十
四
衡
州
府
、
巻
之
六
十
五
永
州
府
、
巻
之
六
十
六
郴
州
府

・
李
元
度
撰
『
重
修

南
嶽
志
』
光
緒
九
年
（
一
八
八
三
）（
「
南
嶽
志
」）

・
王
開
運
等
修
『
（
湖
南
）
清
泉
縣
志
』
同
治
八
年
（
一
八
六
九
）（
「
清
泉
県
志
」
）

・
彭
玉
麟,

等
修
『
（
湖
南
）
衡
陽
縣
志
』
同
治
一
三
年
（
一
八
七
四
）（
「
衡
陽
県
志
」
）

・
蔣
鐄
『
九
嶷
山
志
』
万
暦
四
八
年
（
一
六
二
○
）
（
『
九
嶷
山
志
両
種
・
炎
陵
志
』
二
○
○
八
、
所
収
）

（
「
九
嶷
山
志
」）

・
『
中
華
人
民
共
和
国
地
名
詞
典

湖
南
省
』
一
九
九
二
年
（
「
地
名
湖
南
」
）

・
譚
民
政
著
『
陪
徐
霞
客
游
湖
南
』
湖
南
文
芸
出
版
社
、
二
○
一
七
年
（
「
譚
民
政
」）

楚
游
日
記
に
お
け
る
徐
霞
客
の
足
跡
を
追
っ
て
現
況
を
報
告
す
る
も
の
。
写
真
多
数
。

・
任
国
瑞
・
謝
武
経
著
『
湖
南
的
明
朝
與
當
代
―
徐
霞
客
《
楚
游
日
記
》
考
察
記
』
方
志
出
版
社
、
二
○

一
八
年
（
「
任
国
瑞
」）

楚
游
日
記
に
お
け
る
徐
霞
客
の
足
跡
を
追
っ
て
現
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
楚
游
日
記
の
校
注
と
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口
語
訳
を
行
っ
た
も
の
。
校
注
と
口
語
訳
は
、
ほ
ぼ
朱
恵
栄
を
踏
襲
す
る
。
写
真
多
数
。

◇
参
考
地
図

○
徐
霞
客
地
図

・
丁
文
江
撰
『
徐
霞
客
游
記
二
十
卷
』
付
図
、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
二
八
年
（
「
丁
本
付
図
」）

・
褚
紹
唐
主
編
『
徐
霞
客
旅
行
路
線
考
察
図
集
』
中
国
地
图
出
版
社
、
一
九
九
一
年
（
「
路
線
図
」）

○
外
邦
図
（
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
製
作
）

・
「
長
沙
」
五
十
万
分
一
（
「
長
沙
」
図
）

・
「
衡
州
」
五
十
万
分
一
（
「
衡
州
」
図
）

・
「
桂
林
」
五
十
万
分
一
（
「
桂
林
」
図
）

・
「
南
灣
」
五
万
分
一
（
「
南
灣
」
図
）

・
「
草
市
」
五
万
分
一
（
「
草
市
」
図
）

・
「
衡
山
県
」
五
万
分
一
（
「
衡
山
県
」
図
）

・
「
呉
集
」
五
万
分
一
（
「
呉
集
」
図
）

・
「
南
嶽
市
」
五
万
分
一
（
「
南
嶽
志
」
図
）

・
「
白
果
市
」
五
万
分
一
（
「
白
果
市
」
図
）

・
「
樟
木
市
」
五
万
分
一
（
「
樟
木
市
」
図
）

・
「
衡
陽
城
」
五
万
分
一
（
「
衡
陽
城
」
図
）

○
現
代
地
図

・
湖
南
省
地
図
集
編
纂
委
員
会
『
湖
南
省
地
図
集
』
湖
南
地
図
出
版
社
、
二
○
○
○
年
（
「
大
地
図
」
）

・
中
国
地
図
出
版
社
『
湖
南
省
地
図
冊
』
中
国
地
図
出
版
社
、
二
○
○
一
年
（
「
小
地
図
１
」
）

・
湖
南
地
図
出
版
社
『
湖
南
省
地
図
冊
』
湖
南
省
地
図
出
版
社
、
二
○
○
八
年
（
「
小
地
図
２
」
）

・
「
永
州
旅
游
交
通
図
」
湖
南
地
図
出
版
社
、
二
○
一
二
年
（
「
永
州
」
図
）
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●
訳
注
稿

［
三
月
一
日
～
三
日
］

《
概
要
》
三
月
三
日
ま
で
。
も
っ
ぱ
ら
金
策
で
、
金
祥
甫
が
あ
た
っ
た
頼
母
子
講
か
ら
二
十
金
を
借
り
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
王
府
の
属
官
た
ち
か
ら
の
借
り
入
れ
も
め
ど
が
立
つ
が
、
静
聞
が
し
ば
ら
く
そ
れ
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
静
聞
を
衡
陽
に
残
し
て
資
金
の
算
段
を
担
わ
せ
、
そ
の
間
霞
客
自

身
は
、
湖
南
南
部
の
遊
歴
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
を
終
え
て
、
衡
陽
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
静
聞
と

と
も
に
西
遊
に
行
く
こ
と
に
す
る
。

■
本
文
の
部

三
月
初
一
日

桂
王
臨
朝
、
命
承
奉
劉
及
王
承
奉
之
姪
設
齋
桃
花
冲
施
僧
。
靜
聞
往
投
齋
、
晤
王
承
奉
之
姪
、
始
知
前

投
揭
議
助
之
意
、
内
司
不
爽
。
蓋
此
助
非
余
本
意
、
今
既
得
金
物
、
更
少
貸
於
劉
、
便
可
西
去
。
靜
聞
見

王
意
如
此
、
不
能
無
望
。
余
乃
議
先
往
道
州
、
遊
九
疑
、
留
靜
聞
候
助
於
此
、
余
仍
還
後
與
同
去
、
庶
彼

得
坐
俟
、
余
得
行
遊
、
爲
兩
便
云
。

初
二
日

乃
促
得
金
祥
甫
銀
、
仍
封
置
金
寓
、
以
少
資
隨
身
。
劉
許
爲
轉
借
、
期
以
今
日
、
復
不
能
得
。
予
往
別
、

且
坐
候
之
、
遂
不
及
下
舟
。

初
三
日

早
出
柴
埠
門
登
舟
。
劉
明
宇
先
以
錢
二
千
並
絹
布
付
靜
聞
、
更
以
糕
果
追
予
於
南
關
外
。
時
余
舟
尚
泊

柴
埠
未
解
維
、
劉
沿
流
還
覓
、
始
與
余
遇
、
復
訂
期
而
別
。
是
日
風
雨
復
作
、
舟
子
遷
延
、
晩
移
南
門
埠

而
泊
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

三
月
初
一
日

桂
王
朝
に
臨
み
、
承
奉
劉
及
び
王
承
奉
の
姪
に
命
じ
て
、
齋
を
桃
花
冲
に
設
け
て
僧
に
施
す
。
靜
聞
往

き
て
齋
に
投
じ
、
王
承
奉
の
姪
に
晤
ひ
、
始
め
て
、
前
の
揭
を
投
じ
て
助
く
る
を
議
す
る
の
意
、
内
司
は
爽

あ

た
が

は
ざ
る
を
知
る
。
蓋
し
此
の
助
は
余
の
本
意
に
非
ざ
る
も
、
今
既
に
金
の
物
を
得
、
更
に
少
し
く
劉
に
貸か

ら
ば
、
便
ち
西
に
去
る
べ
し
。
靜
聞
王
の
意
の
此
く
の
如
き
を
見
、
望
み
無
き
こ
と
能
わ
ず
。
余
乃
ち
議

す
、
先
に
道
州
に
往
き
て
、
九
疑
に
遊
び
、
靜
聞
を
留
め
て
此
に
助
を
候
た
し
む
。
余
は
仍
り
て
還
り
て

こ
こ

ま

後
に
與
に
同
に
去
ら
ん
、
と
。
彼
は
坐
し
て
俟
つ
を
得
、
余
は
行
き
て
遊
ぶ
を
得
、
兩
便
た
る
に
庶
し
と

ち
か

云
ふ
。

初
二
日

乃
ち
金
祥
甫
の
銀
を
促
し
得
、
仍
り
て
封
じ
て
金
の
寓
に
置
き
、
少
資
を
以
て
身
に
隨
ふ
。
劉
は
た
め

に
轉
借
す
る
を
許
し
、
期
す
る
に
今
日
を
以
て
す
る
も
、
復
た
得
る
能
わ
ず
。
予
往
き
て
別
れ
ん
と
し
、
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且
く
坐
し
て
之
を
候
ち
、
遂
に
舟
に
下
る
に
及
ば
ず
。

初
三
日

早
に
柴
埠
門
を
出
で
て
舟
に
登
る
。
劉
明
宇
先
に
錢
二
千
幷
び
に
絹
布
を
以
て
靜
聞
に
付
し
、
更
に
糕

果
を
以
て
予
を
南
關
の
外
に
追
ふ
。
時
に
余
が
舟
は
尚
ほ
柴
埠
に
泊
し
て
未
だ
維
を
解
か
ず
、
劉
は
流
れ

に
沿
ひ
て
還
り
て
覓
め
、
始
め
て
余
と
遇
ふ
。
復
た
期
を
訂
し
て
別
る
。

是
の
日
、
風
雨
復
た
作
り
、
舟
子
遷
延
し
、
晩
に
南
門
埠
に
移
り
て
泊
す
。

お
こ

●
語
注

○
桂
王

朱
常
瀛
。
万
暦
二
十
五
（
一
五
九
七
）
年
か
ら
隆
元
元
（
一
六
四
五
）
年
。
神
宗
の
第
七
子
で
、

天
啓
七
（
一
六
二
七
）
年
に
藩
王
と
な
り
、
封
地
の
湖
南
衡
陽
に
就
藩
し
た
。
の
ち
崇
禎
十
六
（
一
六
四

三
）
年
に
張
献
忠
が
衡
州
府
を
落
と
す
と
、
南
へ
逃
げ
、
隆
元
元
年
に
梧
州
で
病
死
し
た
。

○
承
奉

命
令
を
受
け
て
実
行
す
る
。
黄
珅
ら
は
、
官
職
の
一
種
と
解
し
て
い
る
。
い
ま
こ
れ
に
従
う
。

○
此
助

こ
の
内
容
が
い
ま
ひ
と
つ
理
解
が
行
っ
て
い
な
い
。
二
月
十
六
日
条
で
、
静
聞
が
僧
田
の
こ
と

で
資
金
を
手
に
入
れ
よ
う
と
言
っ
て
い
る
こ
と
と
、
関
連
が
あ
る
の
か
。

○
道
州

永
州
府
南
部
の
県
。
い
ま
道
県
。

○
九
疑

九
嶷
山
。

○
轉
借

ま
た
が
し
。

○
期
以
今
日

金
を
貸
し
に
来
て
く
れ
る
期
限
を
今
日
と
し
て
い
た
、
と
解
し
た
。

○
復
不
能
得

劉
明
宇
が
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
、
と
解
し
た
。

○
下
舟

舟
を
出
発
さ
せ
る
。

○
糕
果

糕
は
、
こ
な
も
ち
。
糕
果
で
蒸
し
菓
子
。

○
柴
埠

埠
は
、
船
着
き
場
。「
清
泉
県
志
」
で
は
、
賓
日
門
渡
。

○
訂
期

再
会
す
る
約
束
を
結
ぶ
。

●
口
語
訳

《
１
》
衡
陽
で
旅
行
資
金
の
算
段
。
静
聞
を
衡
陽
に
残
し
、
自
ら
は
湖
南
南
部
の
遊
歴
へ

[

三
月
初
一
日]

桂
王
が
朝
議
に
臨
席
し
、
劉
承
奉
と
、
王
承
奉
の
甥
に
命
じ
て
、
桃
花
冲
で
御
斎
を
設
け
て
僧
侶
に
施

す
こ
と
と
な
っ
た
。
静
聞
も
行
っ
て
御
斎
に
参
加
し
、
王
承
奉
の
甥
に
会
っ
て
、
そ
こ
で
始
め
て
、
以
前
、

金
祥
甫
が
掲
示
板
に
出
し
て
、
霞
客
を
補
助
す
る
こ
と
を
議
論
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
王
府
の
属
官
た
ち

は
約
束
を
違
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
分
か
っ
た
。

思
う
に
、
こ
う
し
た
補
助
は
私
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
今
や
金
祥
甫
か
ら
も
金
を
借
り
、
さ

ら
に
少
し
ば
か
り
劉
明
宇
に
借
り
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
で
西
遊
の
旅
が
で
き
る
。
静
聞
は
王
承
奉

の
こ
う
し
た
意
見
を
聞
い
て
、
望
み
が
つ
な
が
っ
た
と
思
っ
た
の
だ
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
話
し
合
い
、
私
は
先
に
道
州
を
経
由
し
て
九
疑
山
に
行
っ
て
遊
行
し
、
静
聞
は
こ
こ

に
留
ま
っ
て
援
助
資
金
が
調
う
の
を
待
つ
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
私
が
衡
陽
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
一
緒

に
西
遊
に
旅
立
つ
こ
と
と
す
る
。
静
聞
は
衡
陽
で
待
つ
こ
と
が
で
き
、
私
は
九
嶷
山
な
ど
へ
遊
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
静
聞
は
待
つ
こ
と
が
で
き
、
私
は
行
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
両
者
と
も
に
望

む
が
ま
ま
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
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[
初
二
日]

金
祥
甫
か
ら
の
借
銀
を
得
て
、
封
を
し
て
彼
の
寓
居
で
保
管
し
て
お
い
て
も
ら
い
、
（
湖
南
遊
に
必
要

な
）
少
し
ば
か
り
の
資
金
だ
け
を
身
に
つ
け
る
。
劉
明
宇
が
私
の
た
め
に
お
金
を
又
借
り
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
今
日
を
期
限
と
し
て
い
た
が
、
彼
は
現
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
劉
明
宇
の
所
に

別
れ
を
告
げ
に
行
き
、
し
ば
ら
く
座
し
て
彼
を
待
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
日
は
結
局
、
乗
船
で
き
な
か
っ

た
。

[

初
三
日]

早
朝
、
柴
埠
門
か
ら
城
外
へ
出
て
、
船
着
き
場
で
舟
に
乗
る
。
（
そ
の
こ
ろ
）
劉
明
宇
は
、
先
ず
銭
二

千
と
絹
布
を
静
聞
に
与
え
、
そ
の
後
、
蒸
し
菓
子
を
持
っ
て
私
を
南
関
の
外
ま
で
追
い
か
け
て
い
た
。
し

か
し
そ
の
時
、
私
の
乗
っ
た
船
は
ま
だ
柴
埠
に
停
泊
し
て
い
て
、
と
も
綱
を
解
い
て
い
な
か
っ
た
。
劉
明

宇
は
、
湘
江
の
流
れ
に
沿
っ
て
引
き
返
し
て
私
を
捜
し
求
め
、
や
っ
と
柴
埠
で
出
会
え
た
。
さ
ら
に
再
会

を
期
し
て
別
れ
た
。

こ
の
日
、
風
雨
が
ま
た
起
こ
っ
て
き
た
の
で
、
船
頭
は
出
港
時
間
を
延
期
し
、
夜
に
南
門
の
船
着
き
場

へ
移
動
す
る
の
み
で
、
そ
こ
に
停
泊
し
た
。

［
三
月
四
日
～
七
日
］

《
概
要
》
三
月
四
日
か
ら
本
格
的
な
船
旅
が
始
ま
る
。
川
幅
が
広
い
湘
江
を
ゆ
っ
た
り
と
遡
上
し
て
ゆ
く
。

難
に
遇
い
、
艾
行
可
が
命
を
落
と
し
た
所
も
通
過
す
れ
ば
、
災
難
の
記
憶
も
遠
い
も
の
と
な
る
。
両
岸
の

山
並
み
も
険
し
い
も
の
で
は
な
く
、
穏
や
か
で
順
調
な
行
程
で
あ
る
。

■
本
文
の
部

初
四
日

平
明
行
、
風
暫
止
、
夙
雨
霏
霏
。
下
午
過
汊
江
、
抵
雲
集
潭
、
去
予
昔
日
被
難
處
不
遠
、
而
雲
集
則
艾

行
可
沈
汨
之
所
也
。
風
雨
淒
其
、
光
景
頓
別
、
欲
爲
《
楚
辭
》
招
之
、
黯
不
成
聲
。
是
晩
泊
於
雲
集
潭
之

西
岸
、
共
行
六
十
餘
里
。

初
五
日

雷
雨
大
至
。
平
明
發
舟
、
而
風
頗
利
。
十
里
、
過
前
日
畏
途
、
沈
舟
猶
在
也
。
四
里
、
過
香
爐
山
、
其

上
有
灘
頗
高
。
又
二
十
五
里
、
午
過
桂
陽
河
口
、
桂
陽
河
自
南
岸
入
湘
。
〔
舂
水
出
道
州
舂
陵
山
、
巋
水

出
寧
遠
九
疑
山
、
經
桂
陽
西
境
、
合
流
至
此
入
湘
、
爲
常
寧
縣
界
。
由
河
口
入
、
抵
桂
陽
尚
三
百
里
。
〕

又
七
里
、
北
岸
有
聚
落
名
松
北
。
又
四
里
、
泊
於
瓦
洲
夾
。
共
行
五
十
里
。

初
六
日

昧
爽
行
、
雨
止
風
息
。
二
十
里
、
過
白
坊
驛
、
聚
落
在
江
之
西
岸
、
至
此
已
入
常
寧
縣
界
矣
。
又
西
南

三
十
里
、
爲
常
寧
水
口
、
其
水
從
東
岸
入
湘
、
亦
如
桂
陽
之
口
、
而
其
水
較
小
、
蓋
常
寧
縣
治
猶
在
江
之

東
南
也
。
又
西
十
五
里
、
泊
於
粮
船
埠
、
有
數
家
在
東
岸
、
不
成
村
落
。
是
日
共
行
六
十
五
里
。

初
七
日
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西
南
行
十
五
里
、
河
洲
驛
。
日
色
影
現
、
山
崗
開
伏
。
蓋
自
衡
陽
來
、
湘
江
兩
岸
雖
崗
陀
繚
繞
、
而
雲

母
之
外
、
尚
無
崇
山
傑
嶂
。
至
此
地
、
湘
之
東
岸
爲
常
寧
界
、
湘
江
西
岸
爲
永
之
祁
陽
界
、
皆
平
陵
擴
然
、

崗
阜
遠
疊
也
。
又
三
十
里
、
過
大
鋪
、
於
是
兩
岸
倶
祁
陽
屬
矣
。
上
九
州
灘
、
又
三
十
里
、
泊
歸
陽
驛
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
四
日

平
明
に
行
く
。
風
暫
く
止
む
も
、
夙
雨
霏
霏
た
り
。

下
午
、
汊
江
を
過
ぎ
、
雲
集
潭
に
抵
る
。
予
の
昔
日
に
難
を
被
む
る
處
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
し
て
、

雲
集
は
則
ち
艾
行
可
の
汨
に
沈
む
の
所
な
り
。
風
雨
淒
其
と
し
て
、
光
景
頓
に
別
る
。
《
楚
辭
》
を
爲
し

て
之
を
招
か
ん
と
す
。
黯
に
し
て
聲
を
成
さ
ず
。

是
の
晩
、
雲
集
潭
の
西
岸
に
泊
す
、
共
に
行
く
こ
と
六
十
餘
里
な
り
。

初
五
日

雷
雨
大
い
に
至
る
。

平
明
に
舟
を
發
す
。
而
し
て
風
頗
る
利
あ
り
。
十
里
に
し
て
、
前
日
の
畏
途
を
過
ぐ
。
沈
舟
猶
ほ
在
り
。

四
里
に
し
て
、
香
爐
山
を
過
ぐ
。
其
の
上
に
灘
の
頗
る
高
き
有
り
。
又
た
二
十
五
里
に
し
て
、
午
に
桂
陽

河
の
口
を
過
ぐ
。
桂
陽
河
南
岸
よ
り
湘
に
入
る
。
〔
舂
水
は
道
州
の
舂
陵
山
に
出
で
、
巋
水
は
寧
遠
の
九

疑
山
を
出
で
、
桂
陽
の
西
境
を
經
て
、
合
流
し
て
此
に
至
り
て
湘
に
入
る
。
常
寧
縣
の
界
た
り
。
河
口
よ

り
入
る
に
、
桂
陽
に
抵
る
に
は
尚
ほ
三
百
里
あ
り
。
〕
又
た
七
里
に
し
て
、
北
岸
に
聚
落
有
り
、
名
は
松

北
な
り
。
又
た
四
里
に
し
て
、
瓦
洲
夾
に
泊
す
。
共
に
行
く
こ
と
五
十
里
な
り
。

初
六
日

昧
爽
行
く
。
雨
止
み
風
息
む
。

二
十
里
に
し
て
、
白
坊
驛
を
過
ぐ
。
聚
落
江
の
西
岸
に
在
り
。
此
に
至
り
て
已
に
常
寧
縣
の
界
に
入
る
。

又
た
西
南
に
三
十
里
に
し
て
、
常
寧
水
の
口
た
り
。
其
の
水
は
東
岸
よ
り
湘
に
入
る
。
亦
た
桂
陽
の
口
の

如
く
し
て
、
而
し
て
其
の
水
は
較
々
小
な
り
。
蓋
し
常
寧
縣
治
は
猶
ほ
江
の
東
南
に
在
る
な
り
。
又
た
西

に
十
五
里
に
し
て
、
粮
船
埠
に
泊
す
。
數
家
東
岸
に
在
る
有
り
。
村
落
を
成
さ
ず
。

是
の
日
、
共
に
行
く
こ
と
六
十
五
里
な
り
。

初
七
日

西
南
に
行
く
こ
と
十
五
里
に
し
て
、
河
洲
驛
な
り
。
日
色
影
現
し
、
山
崗
開
伏
す
。
蓋
し
衡
陽
よ
り
來
、

湘
江
の
兩
岸
は
崗
の
陀
と
し
て
繚
繞
た
り
と
雖
も
、
雲
母
の
外
は
、
尚
ほ
崇
山
の
傑
嶂
た
る
は
無
し
。
此

の
地
に
至
れ
ば
、
湘
の
東
岸
は
常
寧
の
界
た
り
、
湘
江
の
西
岸
は
永
の
祁
陽
の
界
た
り
、
皆
な
平
陵
擴
然

と
し
て
、
崗
阜
遠
く
疊
な
る
。
又
た
三
十
里
に
し
て
、
大
鋪
を
過
ぐ
。
是
に
於
い
て
兩
岸
倶
に
祁
陽
の
屬

な
り
。
九
州
灘
を
上
る
。
又
た
三
十
里
に
し
て
、
歸
陽
驛
に
泊
す
。

●
語
注

○
夙

ず
っ
と
以
前
か
ら
の
。
宿
。

○
沈
汨

汨
羅
江
は
、
屈
原
が
身
を
投
じ
た
と
こ
ろ
。
艾
行
可
が
水
死
し
た
こ
と
を
言
う
。
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○
淒
其

心
情
表
現
で
、
凄
涼
悲
傷
（
孤
独
で
寂
し
く
悲
嘆
に
暮
れ
る
）
。
あ
る
い
は
、
物
理
的
に
寒
涼
。

○
別

任
国
瑞
ら
が
「
変
化
す
る
」
と
訳
す
の
に
従
う
。

○
《
楚
辭
》
招
之

「
楚
辞
」
招
魂
篇
は
、
宋
玉
が
屈
原
の
魂
を
呼
ぶ
作
品
。

○
黯

気
持
ち
が
ふ
さ
ぐ
さ
ま
。

○
畏
途

畏
塗
と
も
。
危
険
で
恐
る
べ
き
道
、
ま
た
場
所
。

○
其
上
灘
頗
高

其
（
山
）
の
上
と
は
、
上
流
。
灘
は
、
早
瀬
。
高
い
と
は
、
浅
く
流
れ
が
急
な
こ
と
を

表
す
だ
ろ
う
。

○
桂
陽
河

舂
陵
水
の
こ
と
。

○
經
桂
陽
西
境
、
合
流
至
此
入
湘

実
際
に
は
、
舂
水
と
巋
水
は
永
州
域
で
合
流
し
、
そ
の
あ
と
東
に
流

れ
て
桂
陽
県
の
西
境
に
入
っ
て
北
流
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
訳
す
。
桂
陽
は
、
明
代
は
衡
州
府
に

属
す
る
県
級
の
州
。

○
常
寧
縣

衡
州
府
に
属
す
る
県
。

○
松
北

黄
珅
ら
は
、
西
遊
の
途
上
の
四
月
二
十
一
日
条
の
「
松
柏
」
を
湘
江
南
岸
常
寧
県
域
の
今
の
松

柏
鎮
と
し
、
こ
こ
に
「
北
岸
の
聚
落
」
と
し
て
「
松
北
」
と
あ
る
の
は
「
松
柏
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
「
地
名
湖
南
」
に
よ
れ
ば
、
湘
江
北
岸
の
衡
南
県
域
に
「
松
柏
」
と
い
う
聚
落
が
あ

り
、
湘
江
を
挟
ん
だ
南
岸
の
常
寧
県
域
に
「
松
柏
鎮
」
が
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
伝
承
と
し
て
、
「
湘
江

の
両
岸
に
一
松
一
柏
が
あ
っ
た
」
こ
と
か
ら
、
対
岸
に
あ
る
聚
落
や
街
を
同
じ
名
前
の
「
松
柏
」
と
し
た

と
い
う
。
つ
ま
り
四
月
二
十
一
日
条
の
湘
江
南
岸
の
「
松
柏
」
と
こ
こ
に
い
う
湘
江
北
岸
の
「
松
北
」
と

は
別
の
地
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
松
北
」
の
ま
ま
で
よ
い
。
な
お
、
大
小
地
図
に
よ
れ
ば
、
北
岸
の

「
松
柏
」
は
「
松
江
鎮
」
と
名
を
変
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
粮
船
埠
（
今
の
粮
市
鎮
）
ま
で
は
、
湘
水
の

北
岸
が
衡
陽
県
で
、
南
岸
が
常
寧
県
で
あ
る
。

○
白
坊
驛

今
の
柏
坊
鎮
。
湘
江
南
岸
の
常
寧
県
域
に
あ
る
。

○
常
寧
水

南
の
常
寧
県
治
か
ら
北
上
し
、
こ
こ
で
湘
江
に
注
ぐ
。
河
口
に
は
、
「
桂
林
」
図
で
は
、
江

口
塘
、
現
代
地
図
で
は
、
江
河
と
い
う
町
の
記
載
が
あ
る
。

○
粮
船
埠

今
の
粮
市
鎮
。
湘
江
の
北
岸
の
永
州
府
祁
陽
県
域
（
今
、
衡
陽
市
。
祁
東
県
）。

○
河
洲
驛

諸
注
は
、
「
今
の
河
州
鎮
」
と
す
る
が
、
河
州
鎮
は
、
湘
江
北
岸
で
、
祁
陽
県
に
属
す
る
。

河
州
鎮
の
対
岸
の
湘
江
南
岸
に
あ
る
の
は
常
寧
県
に
属
す
る
新
河
鎮
で
あ
る
。

○
日
色

太
陽
の
光
。

○
影

影
影
は
、
隠
隠
に
同
じ
。
曖
昧
模
糊
と
し
た
様
。

○
開
伏

黄
珅
は
「
開
豁
低
伏
」
と
訳
す
。

○
崗
陀

熟
語
は
な
い
。
陀
は
陂
陀
で
、
斜
め
に
傾
い
て
い
る
様
。

○
繚
繞

ま
が
り
く
ね
る
、
ま
と
わ
り
つ
く
。

○
大
鋪

今
の
太
堡
。
湘
江
南
岸
。

○
歸
陽
驛

今
の
帰
陽
。
湘
江
北
岸
。

●
口
語
訳

《
２
》
衡
陽
か
ら
祁
陽
へ

[

四
日]

黎
明
に
出
発
す
る
。
風
は
し
ば
ら
く
止
ん
で
い
る
が
、
前
夜
か
ら
の
雨
は
、
し
き
り
に
降
り
続
け
て
い

る
。
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午
後
、
汊
江
（
車
江
）
を
過
ぎ
、
雲
集
潭
に
至
っ
た
。
私
が
先
日
、
困
難
を
被
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
そ
れ

ほ
ど
遠
く
な
い
し
、
雲
集
潭
は
、
艾
行
可
が
汨
羅
に
沈
ん
だ
（
水
死
し
た
）
所
で
あ
る
。
風
雨
が
寒
く
冷

た
く
、
孤
独
で
寂
し
げ
で
悲
嘆
に
暮
れ
た
様
を
な
し
て
来
て
、
光
景
は
す
ぐ
に
変
化
し
た
。
《
楚
辭
》
を

想
起
し
て
艾
行
可
の
魂
を
招
こ
う
と
し
た
が
、
気
持
ち
が
塞
い
で
し
ま
い
、
声
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

こ
の
晩
は
、
雲
集
潭
の
西
岸
に
停
泊
す
る
。
今
日
一
日
で
六
十
里
あ
ま
り
進
ん
だ
。

[

五
日]

雷
雨
が
大
い
に
至
る
。

黎
明
に
舟
が
出
る
。
風
の
利
を
と
て
も
得
て
ど
ん
ど
ん
進
む
。
十
里
で
、
先
日
の
危
険
で
恐
ろ
し
い
場

所
を
通
り
過
ぎ
る
。
沈
没
船
が
ま
だ
あ
る
。
四
里
で
、
香
爐
山
の
裾
を
通
過
す
る
。
こ
の
上
流
に
は
、
と

て
も
浅
く
流
れ
が
急
な
浅
瀬
が
あ
る
。
さ
ら
に
又
た
二
十
五
里
で
、
正
午
に
桂
陽
河
の
河
口
を
通
過
す
る
。

桂
陽
河
は
湘
江
に
南
岸
か
ら
入
っ
て
い
る
。
舂
陵
水
は
、
道
州
の
舂
陵
山
を
源
と
し
、
巋
水
は
寧
遠
の
九

疑
山
を
源
と
し
て
お
り
、
桂
陽
県
の
西
境
を
北
に
流
れ
、
合
流
し
て
（
舂
陵
水
＝
桂
陽
河
と
な
り
）
こ
の

地
点
で
湘
江
に
入
る
。
こ
こ
は
常
寧
県
の
境
域
で
あ
る
。
こ
の
河
口
か
ら
入
っ
て
桂
陽
に
至
る
に
は
、
な

お
三
百
里
あ
る
。
さ
ら
に
又
た
七
里
で
、
北
岸
に
聚
落
が
あ
る
。
名
は
松
北
と
い
う
。
さ
ら
に
又
た
四
里

で
、
瓦
洲
夾
に
停
泊
す
る
。

本
日
の
行
程
は
全
て
で
五
十
里
で
あ
っ
た
。

［
六
日
］

払
暁
に
出
発
す
る
。
雨
は
止
み
、
風
も
息
む
。

二
十
里
で
、
白
坊
駅
を
過
ぎ
る
。
聚
落
が
川
の
西
岸
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
常
寧
県
域
に
入
る
。
さ
ら
に

又
た
西
南
に
三
十
里
で
、
常
寧
水
の
河
口
で
あ
る
。
東
岸
か
ら
湘
水
に
注
い
で
い
る
。
昨
日
通
っ
た
桂
陽

河
の
河
口
と
似
て
い
る
が
、
水
量
は
こ
ち
ら
の
方
が
や
や
少
な
い
。
思
う
に
、
常
寧
県
の
治
所
は
、
こ
こ

か
ら
東
南
に
位
置
す
る
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
又
た
西
に
十
五
里
で
、
粮
船
埠
に
停
泊
す
る
。
数
軒
の
家
屋

が
東
岸
に
あ
る
の
が
確
認
で
き
る
が
、
村
落
を
形
成
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
。

こ
の
日
の
行
程
は
全
て
で
六
十
五
里
で
あ
っ
た
。

［
七
日
］

西
南
に
行
く
こ
と
十
五
里
で
、
河
洲
駅
で
あ
る
。
太
陽
が
薄
ぼ
ん
や
り
と
姿
を
現
し
、
山
丘
が
低
く
開

け
て
い
る
。
思
う
に
、
衡
陽
よ
り
こ
の
か
た
、
湘
江
の
両
岸
は
斜
め
に
傾
く
な
だ
ら
か
な
崗
が
連
綿
と
ま

が
り
く
ね
っ
て
続
い
て
は
い
る
が
、
雲
母
山
の
外
は
、
高
い
山
や
突
出
し
た
山
並
み
は
な
か
っ
た
。
そ
し

て
こ
こ
に
至
る
と
、
湘
江
の
東
岸
は
常
寧
県
の
境
域
で
、
湘
江
の
西
岸
は
永
州
祁
陽
県
の
境
域
で
あ
る
が
、

ど
ち
ら
を
向
い
て
も
、
平
ら
な
丘
陵
地
が
広
々
と
広
が
っ
て
い
て
、
山
並
み
は
遙
か
遠
く
で
重
な
り
あ
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
又
た
三
十
里
で
、
大
鋪
を
過
ぎ
る
。
こ
こ
に
至
る
と
両
岸
と
も
に
祁
陽
県
で
あ
る
。
九
州
灘
を

遡
及
す
る
。

ま
た
三
十
里
で
、
帰
陽
駅
で
宿
泊
す
る
。

［
三
月
八
日
～
九
日
］

《
概
要
》
好
事
魔
多
し
。
の
ん
び
り
と
船
旅
を
楽
し
ん
で
い
た
の
に
、
発
病
し
て
し
ま
う
。
徐
霞
客
は
元
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来
健
康
で
頑
強
な
人
で
、
病
気
や
怪
我
の
場
面
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
こ
ろ
は
、
衡
陽
で
の
遭
難
、
旅

行
資
金
の
算
段
と
、
本
来
の
遊
歴
と
は
異
な
る
点
で
の
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
。
そ
こ
を
無
理
し
て
旅
に

出
た
た
め
、
さ
す
が
の
霞
客
の
身
体
も
悲
鳴
を
あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
山
や
川
に
関
す
る
記
述
を
や
め
ず
に
続
け
て
い
る
。
九
日
の
午
後
に
は
、
有
名
な
浯
溪
の
あ

る
祁
陽
に
到
着
し
た
が
、
と
う
て
い
上
陸
し
て
観
察
が
で
き
る
体
調
で
は
な
く
、
断
念
し
て
、
船
で
休
む
。

八
日
条
に
欠
文
が
あ
る
。

■
本
文
の
部

初
八
日

飯
後
余
驟
疾
、
呻
吟
不
已
。
六
十
里
、
至
白
水
驛
。
初
擬
登
訪
戴
宇
完
、
謝
其
遇
劫
時
解
衣
救
凍
之
惠
、

至
是
竟
不
能
登
。
是
晩
、
舟
人
乘
風
順
、
又
暮
行
十
五
里
、
泊
於
石
壩
裡
、
蓋
白
水
之
上
流
也
。
是
日
共

行
七
十
五
里
。
［
按
《
志
》
、
白
水
山
在
祁
陽
東
南
二
百
餘
里
、
山
下
有
泉
如
白
練
。［
缺
］
去
祁
陽
九
十

餘
里
、
又
在
東
北
、
是
耶
非
耶
？
］

初
九
日

昧
爽
、
舟
人
放
舟
、
余
病
猶
甚
。
五
十
餘
里
、
下
午
抵
祁
陽
、
遂
泊
焉
、
而
余
不
能
登
。
先
隔
晩
將
至

白
水
驛
、
余
力
疾
起
望
西
天
、
橫
山
如
列
屏
、
至
是
舟
溯
流
而
西
、
又
轉
而
北
、
已
出
是
山
之
陽
矣
、
蓋

即
祁
山
也
。
山
在
湘
江
北
、
縣
在
湘
江
西
南
＊
１

、
祁
水
南
、
相
距
十
五
里
。
其
上
流
則
湘
自
南
來
、
循
城

東
、
抵
山
南
轉
、
縣
治
實
在
山
陽
・
水
西
。
而
縣
東
臨
江
之
市
頗
盛
、
南
北
連
峙
、
而
西
向
入
城
尚
一
里
。

其
城
北
則
祁
水
西
自
邵
陽
來
、
東
入
於
湘
、
遂
同
曲
而
東
南
去
。

●
校
勘

＊
１
西
南

祁
陽
の
町
は
湘
江
の
北
岸
に
あ
る
。
朱
恵
栄
ら
は
、
乾
隆
本
等
に
な
ら
い
「
西
南
」
の
「
南
」

を
衍
字
と
す
る
。
こ
れ
に
従
い
、
訳
注
で
は
「
西
」
と
す
る
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
八
日

飯
後
、
余
驟
か
に
疾
む
、
呻
吟
し
て
已
ま
ず
。

に
は

や

六
十
里
に
し
て
、
白
水
驛
に
至
る
。
初
め
は
登
し
て
戴
宇
完
を
訪
ね
、
其
の
劫
に
遇
ひ
し
時
に
衣
を
解

き
て
凍
え
を
救
ふ
の
惠
み
に
謝
せ
ん
と
擬
す
る
も
、
是
に
至
り
て
は
竟
に
登
す
る
能
わ
ず
。
是
の
晩
、
舟

人
風
に
乘
じ
て
順
に
し
て
、
又
た
暮
れ
に
行
く
こ
と
十
五
里
に
し
て
、
石
壩
裡
に
泊
す
。
蓋
し
白
水
の
上

流
な
り
。

是
の
日
、
共
に
行
く
こ
と
七
十
五
里
な
り
。
［
《
志
》
を
按
ず
る
に
、
白
水
山
は
祁
陽
の
東
南
二
百
餘

里
に
在
り
。
山
下
に
泉
有
り
、
白
練
の
如
し
。
［
缺
］
祁
陽
を
去
る
こ
と
九
十
餘
里
な
り
、
又
た
東
北
に

在
り
、
是
か
非
か
。
］

初
九
日

昧
爽
、
舟
人
舟
を
放
つ
、
余
が
病
ひ
猶
ほ
甚
し
。
五
十
餘
里
に
し
て
、
下
午
に
祁
陽
に
抵
る
、
遂
に
焉

に
泊
す
。
而
し
て
余
は
登
る
能
わ
ず
。
先
隔
晩
に
將
に
白
水
驛
に
至
ら
ん
と
す
る
に
、
余
疾
ひ
を
力
め
て

起
ち
て
西
天
を
望
む
。
橫
山
列
屏
の
如
し
。
是
に
至
り
て
舟
は
流
れ
を
溯
り
て
西
し
、
又
た
轉
じ
て
北
し
、
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已
に
是
の
山
の
陽
に
出
づ
。
蓋
し
即
ち
祁
山
な
り
。
山
は
湘
江
の
北
に
在
り
、
縣
は
湘
江
の
西
、
祁
水
の

南
に
在
り
。
相
ひ
距
た
る
こ
と
十
五
里
な
り
。
其
の
上
流
は
則
ち
湘
南
よ
り
來
り
、
城
の
東
に
循
ひ
て
、

山
に
抵
り
て
南
轉
す
。
縣
治
は
實
に
山
の
陽
、
水
の
西
に
在
り
。
而
し
て
縣
東
の
臨
江
の
市
は
頗
る
盛
に

し
て
、
南
北
連
峙
す
、
而
し
て
西
に
向
ひ
て
城
に
入
る
に
は
尚
ほ
一
里
あ
り
。
其
の
城
北
は
則
ち
祁
水
の

西
の
か
た
邵
陽
よ
り
來
り
、
東
し
て
湘
に
入
り
、
遂
に
同
曲
に
し
て
東
南
に
去
る
。

●
語
注

○
疾

食
あ
た
り
か
。
し
か
し
同
じ
も
の
を
食
べ
た
と
思
わ
れ
る
顧
僕
な
ど
は
ど
う
も
な
い
よ
う
だ
。
さ

す
が
に
頑
強
な
身
体
を
持
っ
た
霞
客
だ
が
、
疲
れ
が
で
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
白
水
驛

今
の
白
水
市
。
湘
江
南
岸
。
祁
陽
県
に
属
す
。

○
戴
宇
完

一
月
十
二
日
条
に
、
遭
難
し
て
凍
え
て
い
る
霞
客
を
見
て
、
隣
の
船
の
乗
客
で
あ
っ
た
戴
な

る
者
が
衣
服
を
譲
っ
て
く
れ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

○
石
壩
裏

石
壩
が
、
小
地
図
１
・
２
に
見
え
る
。

○
蓋
白
水
之
上
流
也

こ
の
記
述
意
味
不
詳
。
湘
江
沿
い
な
の
に
「
白
水
上
流
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

○
祁
山

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
府
山
川
に
「
〔
祁
山
〕
在
祁
陽
縣
北
一
十
五
里
。
遠
望
如
城
壁
。

○
祁
水

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
府
山
川
に
「
〔
祁
水
〕
在
祁
陽
縣
治
北
。
源
出
寶
慶
府
邵
陽
縣

○
邵
陽

宝
慶
府
の
府
治
。
今
の
邵
陽
市
。

●
口
語
訳

［
八
日
］

朝
食
後
、
突
然
具
合
が
悪
く
な
っ
た
。
う
め
き
声
が
出
て
止
ま
ら
な
い
。

六
十
里
で
、
白
水
駅
に
至
る
。
実
は
、
こ
こ
で
上
陸
し
て
戴
宇
完
を
訪
ね
、
強
盗
に
襲
わ
れ
て
身
ぐ
る

み
は
が
れ
た
時
に
、
自
ら
の
衣
服
を
解
い
て
私
に
与
え
て
く
れ
て
、
凍
え
る
の
を
救
っ
て
く
れ
た
こ
と
へ

の
感
謝
の
意
を
表
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
病
を
得
て
し
ま
っ
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

こ
の
晩
、
船
頭
は
、
風
向
き
が
よ
い
の
に
乗
じ
て
順
調
に
進
み
、
暮
れ
て
か
ら
も
十
五
里
進
み
、
石
壩

裡
に
停
泊
し
た
。
思
う
に
、
白
水
の
上
流
で
あ
ろ
う
。

是
の
日
、
共
に
行
く
こ
と
七
十
五
里
な
り
。［
大
明
一
統
志
」
に
は
「
白
水
山
は
祁
陽
県
の
東
南
二
百
余
里
に
あ

る
。
山
の
麓
に
泉
が
あ
っ
て
、
そ
の
水
は
白
練
の
よ
う
に
美
し
く
澄
ん
で
い
る
」
と
あ
る
。
［
缺
文
］
祁
陽
か
ら
九
十
余

里
で
、
東
北
に
位
置
す
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。］

［
九
日
］

払
暁
に
、
船
頭
は
船
を
走
ら
せ
た
。
私
の
病
は
、
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

五
十
里
あ
ま
り
で
、
午
後
に
祁
陽
県
に
至
っ
た
。
こ
こ
で
停
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
私
は
と

い
え
ば
、
寝
床
か
ら
起
き
て
上
陸
す
る
力
は
無
い
。

昨
晩
、
白
水
駅
に
至
る
頃
お
い
、
私
は
病
を
お
し
て
起
き
、
西
の
空
を
眺
め
た
。
そ
こ
に
は
屏
風
の
よ

う
に
山
並
み
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
こ
の
地
祁
陽
に
至
る
ま
で
に
、
船
は
流
れ
を
遡
及
し
て
西

に
進
み
、
ま
た
北
に
転
じ
て
、
見
え
て
い
た
山
並
み
の
南
に
出
た
。
こ
の
山
こ
そ
祁
山
で
あ
る
。

祁
山
は
湘
江
の
北
、
祁
陽
県
は
湘
江
の
西
、
祁
水
の
南
に
あ
た
る
。
山
と
県
城
と
は
十
五
里
ほ
ど
の
距

離
で
あ
る
。
上
流
は
と
い
え
ば
、
湘
江
が
南
か
ら
流
れ
て
き
て
、
祁
陽
城
の
東
側
に
沿
っ
て
、
祁
山
に
突

き
当
た
っ
て
か
ら
南
に
転
じ
る
。
県
治
は
実
は
祁
山
の
南
、
湘
江
の
西
に
あ
た
る
。
そ
し
て
県
城
東
部
の



- 11 -

湘
江
に
面
し
た
市
場
は
た
い
そ
う
賑
わ
っ
て
お
り
、
南
北
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
湘
江
か
ら
県
城

に
入
る
に
は
一
里
ほ
ど
で
あ
る
。
県
城
の
北
は
、
祁
水
が
西
の
方
の
邵
陽
方
面
か
ら
流
れ
て
き
て
お
り
、

県
城
の
東
を
通
っ
て
、
湘
江
に
合
流
す
る
。
そ
し
て
一
緒
に
な
っ
て
東
南
へ
と
流
れ
去
る
。

［
三
月
十
日
］

《
概
要
》
浯
溪
訪
問
の
思
い
を
振
り
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
舟
が
暫
く
出
な
い
と
い
う
の
で
、
無
理
を
お

し
て
上
陸
し
、
浯
溪
を
探
索
す
る
。
元
結
の
碑
文
な
ど
主
な
物
は
観
察
で
き
た
が
、
拓
本
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
に
、
い
ら
だ
ち
と
無
念
を
感
じ
て
い
る
。
浯
溪
で
待
っ
て
い
る
と
、
正
午
ご
ろ
に
舟
が
や

っ
て
来
た
の
で
乗
船
し
た
。
浯
溪
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
拾
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
約
束
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
訳
者
は
、
二
○
一
四
年
十
二
月
二
十
七
日
に
浯
溪
を
訪
問
し
た
。
浯
溪
自
身
は
、
霞
客
が
言

う
如
く
、
ほ
ん
の
小
さ
な
溝
の
よ
う
な
渓
流
で
あ
っ
た
が
、
「
大
唐
中
興
頌
」
の
石
刻
は
雄
大
で
迫
力
が

あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

■
本
文
の
部

初
十
日

余
念
浯
溪
之
勝
、
不
可
不
一
登
、
病
亦
稍
差
、
而
舟
人
以
候
客
未
發
、
乃
力
疾
起
。
沿
江
市
而
南
、
五

里
、
渡
江
而
東
、
已
在
浯
溪
下
矣
。
第
所
謂
獅
子
袱
者
、
在
縣
南
濱
江
二
里
、
乃
所
經
行
地
、
而
問
之
、

已
不
可
得
。
豈
沙
積
流
移
、
石
亦
不
免
滄
桑
耶
？
浯
溪
由
東
而
西
入
於
湘
、
其
流
甚
細
。
溪
北
三
崖
駢
峙
、

西
臨
湘
江
、
而
中
崖
最
高
、
顏
魯
公
所
書
《
中
興
頌
》
高
鎸
崖
壁
、
其
側
則
石
鏡
嵌
焉
。
石
長
二
尺
、
闊

尺
五
、
一
面
光
黑
如
漆
、
以
水
噴
之
、
近
而
崖
邊
亭
石
、
遠
而
隔
江
村
樹
、
歴
歴
倶
照
徹
其
間
。
不
知
從

何
處
來
、
從
何
時
置
、
此
豈
亦
元
次
山
所
遺
、
遂
與
顏
書
媲
勝
耶
！
宋
陳
衍
云
：
「
元
氏
始
命
之
意
、
因

水
以
爲
浯
溪
、
因
山
以
爲
峿
山
、
作
室
以
爲
□
＊
１

亭
、
三
吾
之
稱
、
我
所
自
也
。
製
字
從
水
・
從
山
・
從

廣
、
我
所
命
也
。
三
者
之
目
、
皆
自
吾
焉
、
我
所
擅
而
有
也
。
」
崖
前
有
亭
、
下
臨
湘
水
、
崖
巓
石
巉
簇

〔
立
〕
、
如
芙
蓉
叢
萼
。
其
北
亦
有
亭
焉
、
今
置
伏
魔
大
帝
像
。
崖
之
東
麓
爲
元
顏
祠
、
祠
空
而
隘
。
前

有
室
三
楹
、
爲
駐
遊
之
所
、
而
無
守
者
。
越
浯
溪
而
東
、
有
寺
北
向
、
是
爲
中
宮
寺
、
即
漫
宅
舊
址
也
、

傾
頹
已
甚
、
不
勝
弔
古
之
感
。
時
余
病
怯
行
、
臥
崖
邊
石
上
、
待
舟
久
之
、
恨
磨
崖
碑
拓
架
未
徹
而
無
拓

者
、
爲
之
悵
悵
！
既
午
舟
至
、
又
行
二
十
里
、
過
媳
婦
娘
塘
、
江
北
岸
有
石
娉
婷
立
巖
端
、
矯
首
作
西
望

状
。
其
下
有
魚
曰
竹
魚
、
小
而
甚
肥
、
八
九
月
重
一
二
斤
、
他
處
所
無
也
。
時
余
臥
病
艙
中
、
與
媳
婦
覿

面
而
過
。
又
十
里
、
泊
舟
滴
水
崖
而
後
知
之
、
矯
首
東
望
、
已
隔
江
雲
幾
曲
矣
。
滴
水
崖
在
江
南
岸
、
危

巖
亙
空
、
江
流
寂
然
、
荒
村
無
幾
、
不
知
舟
人
何
以
泊
此
？
是
日
共
行
三
十
五
里
。

●
校
勘

＊
１
□

定
本
作
唐
。
校
勘
記
で
、
「
元
次
山
集
□
亭
銘
」
に
よ
り
□
に
改
め
て
い
る
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
十
日

余
浯
溪
の
勝
を
念
ひ
、
一
た
び
登
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
病
も
亦
た
稍
々
差
ゆ
。
而
し
て
舟
人
客
を
候
つ

を
以
て
未
だ
發
せ
ず
。
乃
ち
疾
を
力
め
て
起
く
。
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江
市
に
沿
ひ
て
南
す
。
五
里
に
し
て
、
江
を
渡
り
て
東
す
。
已
に
浯
溪
の
下
に
在
り
。

第
だ
所
謂
る
「
獅
子
袱
」
な
る
者
は
、
縣
南
の
濱
江
二
里
に
在
り
、
乃
ち
經
行
す
る
所
の
地
な
り
て
、

之
を
問
ふ
に
、
已
に
得
べ
か
ら
ず
。
豈
に
沙
積
み
流
れ
移
り
、
石
も
亦
た
滄
桑
を
免
れ
ざ
る
か
。

浯
溪
は
東
よ
り
し
て
西
し
て
湘
に
入
る
。
其
の
流
れ
は
甚
だ
細
し
。
溪
の
北
は
三
崖
駢
峙
し
、
西
の
か

た
湘
江
に
臨
む
。
而
し
て
中
崖
最
も
高
し
。
顏
魯
公
書
す
る
所
の
《
中
興
頌
》
高
く
崖
壁
に
鎸
せ
ら
る
。

其
の
側
に
は
則
ち
石
鏡
嵌
め
り
。
石
は
長
さ
二
尺
、
闊
さ
尺
五
。
一
面
光
黑
と
し
て
漆
の
如
し
。
水
を
以

て
之
に
噴
す
。
近
く
し
て
崖
邊
の
亭
石
、
遠
く
し
て
江
を
隔
つ
る
の
村
樹
、
歴
歴
と
し
て
倶
に
其
の
間
に

照
徹
せ
ら
る
。
知
ら
ず
、
何
れ
の
處
よ
り
來
り
、
何
れ
の
時
よ
り
置
か
る
る
を
。
此
れ
豈
に
亦
た
元
次
山

の
遺
す
所
か
。
遂
に
顏
の
書
と
、
勝
ち
を
媲
せ
ん
か
。

宋
の
陳
衍
云
ふ
「
元
氏
始
め
て
命
ず
る
の
意
は
、
水
に
因
り
て
以
て
浯
溪
と
爲
し
、
山
に
因
り
て
以
て

峿
山
と
爲
し
、
室
を
作
り
て
以
て
□
亭
と
爲
す
。
三
吾
の
稱
、
我
の
自
ら
す
る
所
な
り
。
字
を
製
す
る
に
、

水
に
從
ひ
、
山
に
從
ひ
、
广
に
從
ふ
は
、
我
の
命
ず
る
所
な
り
。
三
者
の
目
、
皆
な
「
吾
」
よ
り
す
る
は
、

我
の
擅
に
す
る
所
な
り
」
と
。

崖
の
前
に
亭
有
り
、
下
は
湘
水
に
臨
む
。
崖
の
巓
に
石
巉
簇
立
す
る
こ
と
、
芙
蓉
の
叢
萼
の
如
し
。
其

の
北
に
も
亦
た
亭
有
り
。
今
は
伏
魔
大
帝
像
を
置
く
。
崖
の
東
麓
は
元
顏
祠
た
り
。
祠
は
空
に
し
て
隘
し
。

前
に
室
三
楹
有
り
、
駐
遊
の
所
た
り
、
而
し
て
守
る
者
無
し
。

浯
溪
を
越
え
て
東
す
れ
ば
、
寺
の
北
に
向
く
有
り
。
是
れ
中
宮
寺
た
り
。
即
ち
漫
宅
の
舊
址
な
り
。
傾

頹
す
る
こ
と
已
に
甚
し
。
古
を
弔
ふ
の
感
に
勝
へ
ず
。

時
に
余
は
病
み
て
行
を
怯
え
、
崖
邊
の
石
上
に
臥
し
、
舟
を
待
つ
こ
ろ
之
を
久
し
く
す
。
恨
む
ら
く
は
、

お
び

磨
崖
碑
の
搨
架
未
だ
徹
せ
ざ
る
に
拓
す
る
者
無
き
を
。
之
が
た
め
悵
悵
た
り
。

既
に
午
に
し
て
、
舟
至
る
。

又
た
行
く
こ
と
二
十
里
に
し
て
、
媳
婦
娘
塘
を
過
ぐ
。
江
の
北
岸
に
石
娉
婷
の
巖
端
に
立
つ
有
り
。
矯

首
し
て
西
望
す
る
の
状
を
作
す
。
其
の
下
に
魚
有
り
、
竹
魚
と
曰
ふ
。
小
に
し
て
甚
だ
肥
ゆ
。
八
九
月
に

し
て
重
さ
一
二
斤
と
な
る
。
他
處
に
無
き
所
な
り
。

時
に
余
病
に
艙
中
に
臥
し
、
媳
婦
と
覿
面
し
て
過
ぐ
。
又
た
十
里
に
し
て
、
舟
を
滴
水
崖
に
泊
し
て
後

に
之
を
知
る
、
矯
首
し
て
東
に
望
み
、
已
に
江
雲
を
隔
て
て
幾
た
び
か
曲
る
か
を
。

滴
水
崖
は
江
の
南
岸
に
在
り
。
危
巖
亙
に
空
し
、
江
流
寂
然
た
り
。
荒
村
幾

ど
無
し
。
知
ら
ず
、
舟

ほ
と
ん

人
何
を
以
て
此
に
泊
す
る
か
を
。

是
の
日
、
共
に
行
く
こ
と
三
十
五
里
。

●
語
注

○
浯
溪

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
山
川
に
「
〔
浯
溪
〕

在
祁
陽
縣
南
五
里
、
流
入
湘
江
」
と
あ
り
、

以
下
の
こ
と
も
記
載
が
あ
る
。
祁
陽
に
あ
る
湘
江
沿
い
の
名
勝
。
も
と
は
名
も
無
き
小
渓
だ
っ
た
が
、
唐

の
元
結
（
が
道
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
て
こ
こ
を
通
過
し
た
と
き
、
そ
の
勝
異
を
愛
で
て
、
渓
畔
に
寓
居
を

建
て
、
「
自
分
だ
け
の
渓
流
」
と
し
て
浯
溪
と
命
名
し
た
。
後
述
す
る
「
大
唐
中
興
頌
」
を
作
り
、
書
家

の
顔
真
卿
に
揮
毫
を
依
頼
し
て
、
大
暦
六
年
（
七
七
一
）
に
、
そ
れ
を
岸
壁
に
磨
刻
し
た
。
そ
の
後
、
多

く
の
文
人
が
こ
こ
を
訪
れ
て
は
、
詩
文
を
作
り
、
崖
に
磨
刻
し
た
た
め
、
碑
林
を
形
成
し
た
。
碑
林
を
含

む
一
帯
は
、
現
在
国
家
Ａ
四
級
旅
遊
景
区
、
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
と
な
っ
て
い
る
。

○
獅
子
袱

黄
珅
は
、
祁
陽
の
南
一
里
の
湘
江
西
岸
に
あ
る
狻
猊
（
唐
獅
子
）
に
似
た
形
の
石
だ
と
い
う
。

者
、
在
縣
南
濱
江
二
里
、
乃
所
經
行
地
、
而
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○
問
之
、
已
不
可
得

そ
の
所
在
を
問
う
た
が
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

○
滄
桑

二
月
二
十
二
日
条
既
出
。
年
月
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
こ
と
。

○
顏
魯
公

顔
真
卿
（
七
○
九
～
七
八
五
）
、
字
清
臣
。
言
う
ま
で
も
な
く
唐
代
を
（
あ
る
い
は
中
国
を
）

代
表
す
る
書
家
。
安
史
の
乱
で
功
績
を
立
て
、
魯
郡
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。「
唐
書
」
巻
一
五
三
本
伝
。

○
《
中
興
頌
》

正
式
に
は
大
唐
中
興
頌
。
安
史
の
乱
の
収
束
後
、
唐
王
朝
が
再
び
興
隆
を
迎
え
る
こ
と

を
言
祝
い
だ
頌
歌
。
撰
者
は
元
結
（
七
二
三
～
七
七
二
）
、
字
は
次
山
。
中
唐
の
詩
人
で
、
晩
年
の
道
州

刺
史
が
最
高
位
。
民
衆
の
痛
苦
を
憂
え
た
楽
府
詩
も
多
く
、
白
居
易
に
影
響
を
与
え
た
。
「
唐
書
」
巻
一

○
石
鏡

「
地
名
湖
南
」
に
は
、
名
勝
古
跡
と
し
て
「
鏡
石
」
の
記
事
が
あ
り
、
譚
民
政
も
確
認
し
て
い

る
（
二
一
○
頁
）。

○
媲
勝

媲
は
、
匹
敵
す
る
。
名
勝
ぶ
り
と
し
て
肩
を
並
べ
る
く
ら
い
か
。

○
宋
陳
衍
云

こ
の
文
は
、
「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
山
川
〔
浯
溪
〕
の
項
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

陳
衍
に
つ
い
て
は
、
黄
珅
は
宦
官
の
陳
衍
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
神
宗
・
哲
宗
期
の
い
わ
ゆ
る
新
旧
の
党

争
の
時
代
に
力
を
持
っ
が
、
最
後
は
「
大
逆
無
道
」
と
し
て
刑
死
し
た
。
湖
南
の
彬
州
に
赴
任
し
た
こ
と

が
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
折
り
に
、
浯
溪
を
訪
ね
、
こ
の
文
を
書
い
た
も
の
か
。
「
宋
史
」
巻
四
六
八
宦

者
列
伝
本
伝
。

○
巉

け
わ
し
い
さ
ま
。

○
簇
立

鏃
の
よ
う
に
群
が
り
立
つ
。

○
伏
魔
大
帝

明
の
万
暦
年
間
に
、
三
国
志
の
英
雄
、
蜀
の
関
羽
を
、
伏
魔
大
帝
に
任
ず
る
詔
勅
が
出
さ

れ
た
。

○
元
顏
祠

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
祠
廟
に
「
〔
顔
元
祠
〕
在
祁
陽
縣
治
南
、
浯
溪
上
。
祀
顔
真
卿
元

結
。
鄱
陽
許
尹
記
」
と
あ
る
。

○
中
宮
寺

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
寺
観
に
「
〔
中
宮
寺
〕
在
祁
陽
縣
浯
溪
上
。
即
唐
元
結
舊
宅
址
」

○
漫

漫
郎
。
元
結
が
自
ら
を
称
し
た
名
。

○
搨

磨
崖
碑
の
拓
本
を
取
る
。

○
徹

黄
珅
ら
に
従
い
「
撤
」
に
通
じ
る
と
し
た
。

○
悵
悵

失
望
し
無
念
に
思
う
こ
と
。

○
媳
婦
娘
塘

黄
珅
は
、
又
名
新
婦
塘
と
す
る
。
譚
民
政
は
そ
れ
ら
し
き
と
こ
ろ
を
特
定
し
て
い
る
（
二

一
四
頁
）。

○
娉
婷

あ
で
や
か
で
美
し
い
さ
ま
。

○
矯
首

こ
う
べ
を
あ
げ
る
。

○
覿
面

面
と
向
き
合
う
。

○
滴
水
崖

今
、
同
じ
。
湘
江
南
岸
。
「
桂
林
」
図
は
、
肩
水
岩
と
す
る
。

○
矯
首
東
望
、
已
隔
江
雲
幾
曲
矣

こ
こ
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。
石
が
西
望
し
て
お
り
、
自
分
は
東
望
し

て
い
た
。
そ
の
場
所
か
ら
川
面
に
た
ち
こ
め
る
靄
を
通
っ
て
何
度
も
曲
が
っ
て
き
た
、
と
い
う
く
ら
い
か
。

○
江
雲

江
烟
に
同
じ
か
。

●
口
語
訳

《
３
》
祁
陽
浯
溪
探
索

［
十
日
］

浯
溪
の
景
勝
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
度
は
上
陸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
病
気
の
方
も
や
や
回
復
に
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向
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
船
頭
は
乗
客
を
待
つ
と
し
て
、
舟
を
出
発
さ
せ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
病
を
お
し

て
起
き
上
が
る
。

（
祁
陽
の
ま
ち
に
上
陸
し
）
湘
江
に
面
し
て
い
る
市
場
に
沿
っ
て
南
へ
進
む
。
五
里
行
っ
て
、
湘
江
を
渡

り
、
東
へ
進
む
。
こ
こ
は
も
は
や
浯
溪
の
下
流
で
あ
る
。

た
だ
有
名
な
「
獅
子
袱
」
は
、
祁
陽
県
城
の
南
二
里
の
湘
江
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
う
が
、

途
中
で
そ
の
所
在
を
問
う
た
の
だ
が
、
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
土
砂
が
積
み
重
な
っ
た
り
、
川
筋
が
変

わ
っ
た
り
す
る
よ
う
に
、
こ
の
石
も
ど
こ
か
へ
移
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
な
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

浯
溪
は
東
か
ら
西
に
流
れ
て
湘
江
に
入
る
。
そ
の
流
れ
は
と
て
も
細
い
。
溪
流
の
末
の
北
部
に
三
つ
の

崖
が
並
ん
で
お
り
、
西
に
湘
江
に
臨
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
真
ん
中
の
崖
が
最
も
高
い
。
顏
魯
公
が
揮
毫

し
た
《
中
興
頌
》
が
、
崖
壁
に
高
々
と
鎸
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
側
に
は
、
石
の
鏡
が
嵌
め
こ
ま
れ
て
い

る
。
石
は
長
さ
が
二
尺
、
幅
が
一
尺
五
寸
。
一
面
が
黒
々
と
光
っ
て
い
て
漆
を
塗
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
水

が
吹
き
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
近
く
は
、
崖
辺
の
亭
や
岩
石
、
遠
く
は
湘
江
を
隔
て
た
村
や

樹
木
な
ど
が
、
あ
り
あ
り
と
そ
の
面
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
、
い
つ

か
ら
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
元
結
が
残
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
顔
真
卿
の
揮

毫
と
そ
の
景
勝
を
争
う
ほ
ど
も
も
の
で
は
な
い
か
。

宋
の
陳
衍
が
言
う
「
元
氏
が
命
名
し
た
意
図
を
考
え
て
み
る
と
、
川
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
浯
溪
と

し
、
山
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
峿
山
と
し
、
屋
舎
を
作
っ
て
□
亭
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
三
吾

の
名
称
」
は
、
わ
た
く
し
元
結
が
自
分
で
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
文
字
と
し
て
、
水
・
山
・
广
を

そ
れ
ぞ
れ
部
首
と
し
て
作
っ
た
の
は
、
わ
た
し
元
結
が
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
三
者
の
項
目
と
し
て
、
す

べ
て
「
吾
」
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
わ
た
く
し
元
結
専
用
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
」
と
（
「
大

明
一
統
志
」
に
引
用
）。

崖
の
前
に
亭
子
が
有
る
。
下
は
湘
水
に
臨
ん
で
い
る
。
崖
の
巓
に
は
、
蓮
の
花
の
萼
の
よ
う
な
、
細
く

小
さ
い
石
が
群
が
り
生
え
て
い
る
。
そ
の
北
に
も
ま
た
亭
子
が
あ
り
、
今
は
関
羽
（
伏
魔
大
帝
）
の
像
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。
崖
の
東
麓
に
は
元
結
ち
顔
真
卿
を
祭
る
祠
が
あ
る
。
祠
は
空
っ
ぽ
で
狭
い
。
祠
の
前

に
は
三
間
の
屋
舎
が
あ
る
。
游
客
が
休
憩
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、
管
理
す
る
も
の
が
い
な
い
。

浯
溪
を
越
え
て
東
に
行
く
と
、
北
向
き
の
寺
が
あ
っ
た
。
中
宮
寺
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
元
結
の
旧
宅
址

で
あ
る
。
と
て
も
荒
廃
し
て
い
た
。
過
去
を
追
悼
す
る
思
い
に
か
ら
れ
た
。

そ
の
時
私
は
万
全
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
歩
い
て
行
く
こ
と
に
躊
躇
し
て
崖
の
縁
の
石
の
上
に
体
を
休

め
て
、
舟
を
し
ば
ら
く
の
間
待
っ
た
。
残
念
な
こ
と
は
、
磨
崖
碑
の
拓
本
を
取
る
た
め
の
梯
子
が
撤
去
さ

れ
て
い
な
い
の
に
、
拓
本
取
り
の
者
が
い
な
い
の
だ
っ
た
。
誠
に
無
念
で
あ
る
。

正
午
に
な
る
と
、
舟
が
来
た
。

（
舟
に
乗
り
）
ま
た
二
十
里
行
き
、
媳
婦
娘
塘
を
通
り
過
ぎ
た
。
湘
江
の
北
岸
に
、
あ
で
や
か
で
美
し
い

石
が
、
岩
の
端
に
立
っ
て
い
る
。
こ
う
べ
を
あ
げ
て
西
を
望
ん
で
い
る
姿
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
下
あ

た
り
に
は
、
竹
魚
と
い
う
魚
が
い
る
。
小
さ
い
が
と
て
も
肥
え
て
お
り
、
八
九
ヶ
月
で
一
二
斤
も
の
重
さ

と
な
る
ら
し
い
。
他
で
は
獲
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
時
、
私
は
病
の
た
め
船
室
で
横
に
な
っ
て
お
り
、
媳
婦
と
は
対
面
し
て
通
り
過
ぎ
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
又
た
十
里
進
み
、
舟
を
滴
水
崖
に
停
泊
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
、
分
か
っ
た
、
私
が
媳
婦
と
対
面
し
て

こ
う
べ
を
あ
げ
て
東
を
望
ん
で
い
た
と
こ
ろ
か
ら
は
、
川
面
の
靄
を
通
っ
て
何
度
も
曲
が
っ
て
き
た
こ
と

を
。
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滴
水
崖
は
湘
江
の
南
岸
に
あ
る
。
高
い
山
巌
が
互
い
違
い
に
空
に
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
湘
江
が
音

も
な
く
流
れ
て
い
る
。
荒
涼
と
し
た
村
落
す
ら
ほ
と
ん
ど
無
い
。
船
頭
が
な
ぜ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
停
泊
し

た
の
か
、
分
か
ら
な
い
。

こ
の
日
の
行
程
は
、
す
べ
て
で
三
十
五
里
で
あ
る
。

［
三
月
十
一
日
～
十
二
日
］

《
概
要
》
船
旅
。
十
一
日
は
ぐ
ず
つ
く
天
候
と
、
は
っ
き
り
し
な
い
体
調
と
を
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
る
。
十
二

日
は
、
な
ん
だ
か
ん
だ
で
あ
ま
り
進
ま
ず
。
隠
者
の
住
ま
い
の
よ
う
な
、
自
然
の
中
に
あ
る
ま
ち
で
あ
る

冷
水
灘
を
、
「
平
穏
だ
な
」
と
い
い
気
持
ち
で
眺
め
て
い
た
が
、
実
は
こ
の
地
は
二
ヶ
月
前
に
流
賊
の
襲

撃
を
受
け
、
殺
戮
と
略
奪
に
見
舞
わ
れ
た
と
聞
き
、
慄
然
た
る
思
い
に
駆
ら
れ
る
。
理
想
郷
の
よ
う
な
平

和
そ
う
な
外
観
の
裏
に
は
、
悲
惨
な
現
実
が
潜
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
記
す
の
は
一
文
の
み

だ
が
、
霞
客
の
心
理
状
態
が
よ
く
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

■
本
文
の
部

十
一
日

平
明
行
、
二
十
五
里
、
過
黄
楊
鋪
、
其
地
有
巡
司
。
又
四
十
里
、
泊
於
七
里
灘
。
是
日
共
行
六
十
五
里
。

自
入
舟
來
、
連
日
半
雨
半
晴
、
曾
未
見
皓
日
當
空
、
與
余
病
體
同
也
。

十
二
日

平
明
發
舟
。
二
十
里
、
過
冷
水
灘
。
聚
落
在
江
西
岸
、
舟
循
東
岸
行
。
是
日
天
清
日
麗
、
前
所
未
有
。

一
舟
人
倶
泊
舟
東
岸
、
以
渡
舟
過
江
之
西
岸
、
市
魚
肉
諸
物
。
余
是
時
體
亦
稍
蘇
、
起
坐
舟
尾
、
望
隔
江

聚
落
倶
在
石
崖
之
上
。
蓋
瀕
江
石
骨
嶙
峋
、
直
插
水
底
、
闤
闠
之
址
、
以
石
不
以
土
、
人
從
崖
級
隙
拾
級

以
登
、
眞
山
水
中
窟
宅
也
。
涯
上
人
言
二
月
間
爲
流
賊
殺
掠
之
慘
、
聞
之
骨
竦
。
久
之
、
市
物
者
渡
江
還
、

舟
人
泊
而
待
飯
、
已
上
午
矣
。
忽
南
風
大
作
、
竟
不
能
前
、
泊
至
下
午
、
余
病
復
作
。
薄
暮
風
稍
殺
、
舟

乃
行
、
五
里
而
暮
。
又
乘
月
五
里
、
泊
於
區
河
。
是
晩
再
得
大
汗
、
寒
熱
忽
去
、
而
心
腹
間
終
不
快
然
。

夜
半
忽
轉
北
風
、
吼
震
彌
甚
、
已
而
挾
雨
益
驕
。
是
日
共
行
三
十
里
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
一
日

平
明
に
行
く
。

二
十
五
里
に
し
て
、
黄
楊
鋪
を
過
ぐ
。
其
の
地
に
巡
司
有
り
。
又
た
四
十
里
に
し
て
、
七
里
灘
に
泊
す
。

是
の
日
、
共
に
行
く
こ
と
六
十
五
里
な
り
。

舟
に
入
り
て
よ
り
來
、
連
日
半
雨
半
晴
に
し
て
、
曾
て
未
だ
皓
日
の
空
に
當
る
を
見
ず
。
余
が
病
體
と

同
じ
き
な
り
。

十
二
日

平
明
に
舟
を
發
す
。
二
十
里
に
し
て
、
冷
水
灘
を
過
ぐ
。
聚
落
江
の
西
岸
に
在
り
、
舟
は
東
岸
に
循
ひ
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て
行
く
。

是
の
日
は
、
天
清
ら
か
に
し
て
日
は
麗
し
く
、
前
に
未
だ
有
ら
ざ
る
所
な
り
。

一
舟
人
の
倶
に
舟
を
東
岸
に
泊
し
、
渡
舟
を
以
て
江
の
西
岸
に
過
ぎ
り
、
魚
肉
の
諸
物
を
市
ふ
。
余
是

の
時
、
體
亦
た
稍
く
蘇
え
、
起
ち
て
舟
尾
に
坐
し
、
江
を
隔
つ
る
の
聚
落
の
倶
に
石
崖
の
上
に
在
る
を
望

い

む
。
蓋
し
江
に
瀕
し
て
石
骨
嶙
峋
と
し
て
、
直
ち
に
水
底
に
插
す
。
闤
闠
の
址
は
、
石
を
以
て
し
て
土
を

以
て
せ
ず
。
人
は
崖
の
級
隙
に
從
ひ
て
級
を
拾
ひ
て
以
て
登
る
。
眞
に
山
水
中
の
窟
宅
な
り
。

涯
上
の
人
に
言
ふ
、
二
月
間
、
流
賊
の
殺
掠
の
慘
と
な
る
、
と
。
之
を
聞
き
て
骨
竦
む
。

す
く

之
を
久
し
く
し
て
、
物
を
市
ふ
者
江
を
渡
り
て
還
る
。
舟
人
は
泊
し
て
飯
を
待
つ
。
已
に
上
午
な
り
。

忽
と
し
て
南
風
大
い
に
作
り
、
竟
に
前
む
能
わ
ず
。
泊
す
る
こ
と
下
午
に
至
り
、
余
の
病
ひ
も
復
た
作
る
。

薄
暮
に
風
稍
く
殺
ぎ
、
舟
乃
ち
行
く
。
五
里
に
し
て
暮
る
。
又
た
月
に
乘
じ
て
、
五
里
に
し
て
、
區
河
に

泊
す
。

是
の
晩
、
再
び
大
い
に
汗
す
る
を
得
、
寒
熱
忽
ち
去
る
。
而
し
て
心
腹
の
間
は
終
に
快
然
た
ら
ず
。

夜
半
忽
ち
北
風
に
轉
じ
、
吼
震
彌
々
甚
し
。
已
に
し
て
雨
を
挾
み
て
益
々
驕
な
り
。

是
の
日
、
共
に
行
く
こ
と
三
十
里
な
り
。

●
語
注

○
黄
楊
鋪

今
の
黄
陽
司
。
零
陵
県
域
、
今
の
冷
水
灘
区
域
。
湘
江
北
岸
。
「
地
名
湖
南
」
に
よ
れ
ば
、

明
の
隆
慶
年
間
（
一
五
六
七
～
一
五
七
二
）
に
、
巡
検
司
の
配
置
が
、
高
渓
市
か
ら
こ
こ
に
移
さ
れ
た
と

い
う
。

○
巡
司

巡
検
司
、
あ
る
い
は
巡
検
使
。
そ
の
地
域
を
視
察
し
て
回
る
武
官
。
明
清
時
代
は
、
鎮
市
や
要

害
の
地
に
置
か
れ
、
県
令
が
管
轄
し
た
。

○
七
里
灘

「
桂
林
」
図
に
、
七
里
坪
が
見
え
る
。
湘
江
北
岸
。
地
図
上
を
見
る
限
り
、
今
の
高
渓
市
の

位
置
に
相
当
す
る
。

○
冷
水
灘

今
は
冷
水
灘
区
で
、
永
州
地
級
市
政
府
が
置
か
れ
て
い
る
。

○
一
舟
人

（
東
岸
に
停
泊
し
て
い
る
諸
々
の
船
の
）
す
べ
て
の
船
頭
。

○
窟
宅

窟
穴
。
ほ
ら
あ
な
、
転
じ
て
隠
者
の
住
ま
い
。
黄
珅
は
「
山
水
中
窟
宅
」
を
、
山
水
窟
と
見
な

し
、
景
色
が
優
美
な
場
所
と
訳
す
る
が
、
一
般
的
な
景
色
が
優
美
と
い
う
よ
り
も
、
山
水
自
然
の
中
に
隠

者
が
住
ま
い
を
構
え
て
い
る
、
と
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

○
聞
之
骨
竦

外
観
を
見
て
、
山
水
中
の
窟
穴
だ
と
賛
美
し
て
い
た
町
だ
っ
た
が
、
実
は
流
賊
に
よ
る
殺

戮
と
略
奪
を
被
っ
た
と
い
う
、
悲
惨
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
恐
れ
お
の
の
く
。
明
末
の
治

安
の
悪
化
、
世
紀
末
的
な
惨
状
が
、
こ
こ
で
も
垣
間
見
え
る
。

●
口
語
訳

《
４
》
零
陵
県
域
を
舟
航

［
十
一
日
］

黎
明
に
出
発
す
る
。

二
十
五
里
で
、
黄
楊
鋪
を
過
ぎ
る
。
こ
の
地
に
は
巡
検
司
が
置
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
又
た
四
十
里
で
、

七
里
灘
に
停
泊
す
る
。

こ
の
日
、
全
行
程
は
六
十
五
里
で
あ
っ
た
。

乗
船
以
来
、
連
日
雨
降
り
と
晴
と
が
交
互
に
来
て
、
陽
光
が
空
に
満
ち
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
。（
そ
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う
し
た
天
候
の
は
っ
き
り
し
な
い
様
は
）
私
の
病
気
が
ぐ
ず
ぐ
ず
と
続
い
て
い
る
の
と
同
じ
だ
。

［
十
二
日
］

黎
明
に
船
を
出
発
さ
せ
る
。
二
十
里
で
、
冷
水
灘
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
。
聚
落
が
湘
江
の
西
岸
に

あ
り
、
船
は
東
岸
に
沿
っ
て
進
む
。

こ
の
日
は
、
空
は
洗
っ
た
よ
う
に
澄
み
切
っ
て
お
り
、
陽
光
も
麗
ら
か
に
輝
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

無
い
好
天
だ
。

船
頭
達
は
み
ん
な
し
て
舟
を
東
岸
に
停
泊
さ
せ
、
渡
し
舟
で
川
の
西
岸
に
渡
り
、
魚
肉
等
の
物
を
買
い

に
行
く
。
こ
の
時
、
私
は
体
調
が
す
こ
し
ば
か
り
よ
く
な
っ
た
の
で
、
起
き
上
が
っ
て
舟
尾
に
座
り
、
川

を
隔
て
た
西
岸
に
、
石
崖
の
上
に
聚
落
が
あ
る
の
を
眺
め
た
。
思
う
に
、
河
沿
い
の
場
所
は
、
水
底
か
ら

石
が
突
き
出
す
よ
う
に
し
て
並
ん
で
い
る
。
市
街
の
基
礎
は
、
土
で
は
な
く
石
で
あ
る
。
人
々
は
、
そ
の

岩
の
裂
け
目
に
で
き
て
い
る
石
段
を
上
り
下
り
し
て
い
る
。
ま
こ
と
に
す
ば
ら
し
く
、
山
水
の
中
に
あ
る

隠
者
の
住
ま
い
の
よ
う
だ
。

崖
の
上
の
地
元
の
人
が
言
う
「
こ
の
二
ヶ
月
前
、
流
賊
の
殺
戮
略
奪
に
遇
う
と
い
う
惨
状
だ
っ
た
」
と
。

こ
れ
を
聞
い
て
骨
の
髄
ま
で
竦
み
あ
が
っ
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
物
を
買
い
に
行
っ
て
い
た
船
頭
た
ち
が
川
を
渡
っ
て
戻
っ
て
き
た
。
（
し
か
し
）

船
頭
は
、
（
出
発
す
る
こ
と
な
く
）
停
泊
さ
せ
た
ま
ま
、
食
事
の
用
意
を
待
っ
て
い
る
。
時
は
す
で
に
午

前
も
遅
く
で
あ
る
。
突
然
、
南
風
が
大
い
に
吹
き
つ
け
、
そ
の
た
め
前
に
進
む
（
南
に
溯
江
し
て
い
る
）

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
停
泊
は
午
後
に
及
び
、
そ
の
う
ち
に
私
の
容
態
も
ま
た
悪
く
な
っ
て
き
た
。

薄
暮
に
風
は
よ
う
や
く
収
ま
り
、
そ
こ
で
船
は
や
っ
と
進
む
。
五
里
行
く
と
、
日
が
暮
れ
た
。
さ
ら
に
月

夜
の
中
を
、
五
里
進
み
、
區
河
に
停
泊
す
る
。

こ
の
晩
、
再
び
大
汗
を
か
き
、
（
そ
の
せ
い
か
）
寒
気
も
熱
も
忽
ち
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
胸
と
腹
の

あ
た
り
は
、
と
う
と
う
快
復
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

夜
半
に
忽
ち
北
風
に
変
わ
り
、
叫
ぶ
よ
う
な
風
の
音
や
揺
れ
る
波
が
ま
す
ま
す
甚
し
い
。
ま
も
な
く
雨

混
じ
り
と
な
り
、
さ
ら
に
激
し
さ
を
増
し
た
。

こ
の
日
の
行
程
は
、
全
部
で
三
十
里
で
あ
っ
た
。


